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【資料 1】構想見直しの背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-図 1-1 

 
『埼玉県生活排水処理施設整備構想』

平成 16 年 8 月策定 

構 
想 
見 

直 

し 
国土交通省、農林水産省、環境省通知 

平成 19 年 9 月 14 日付け「人口減少等の社会情勢の変

化を踏まえた都道府県構想の見直しの推進について」

【現状の課題】 

・平成 16 年構想の目標年度が平成 22 年度で目標（生活排水処理人

口普及率約 88％）を概ね達成する見込み。 

・生活排水未処理人口約 12％への対策が課題となる。 

・河川の BOD 環境基準の未達成地点が残されている。 

・BOD3mg/L 以下の河川割合が約 72％であり、さらなる改善が必要で

ある。 

・平成 16年構想は人口増加を前提としているため、人口減少を踏ま

えた整備手法の見直しが必要である。 

・今後、整備済み施設の老朽化が進み、その対策の市町村財政負担

が増大すると想定されるため、その前に整備を完了させることが

望ましい。 

『市町村生活排水処理基本計画等 

見直し作業マニュアル』 

平成 21 年 7月作成

 

市町村生活排水処理基本計画等の見直し

 

『埼玉県生活排水処理施設整備構想』

平成 23 年 3 月改定 

 

県・市町村が連携した 

生活排水処理施設整備事業の推進 

市町村の生活排水処理関連計画

・下水道関連 

・農業集落排水関連 

・浄化槽関連 

埼玉県の関連計画 

・ゆとりとチャンスの埼玉プラン 

（平成 19年度～平成 23年度） 

・流域別下水道整備総合計画 

（荒川・中川；目標年度：平成 36 年度）

（利 根 川；目標年度：平成 27 年度）
県による 

市町村ヒアリング 

市町村から県に 

調書・図面の提出 

『見直し方針』の通知 

平成 21 年 7月
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【資料 2】県と市町村の役割 

構想の見直しは、県が示す方針、「市町村生活排水処理基本計画等見直し作業マニ

ュアル」に基づき、市町村が生活排水処理基本計画等の見直しを行い、県が取りまと

めを行った。 
市町村の生活排水処理基本計画等の見直しは、市町村が県との協議・調整を十分に

図りながら、作業を進め、パブリックコメント等による住民意見の把握・反映を行っ

た上で、最終的な取りまとめを行ったものである。県と市町村の役割及び市町村が市

町村計画を見直していていた時点（平成 21 年度）の組織体制を整理すると、以下の

とおりである。なお、平成 22 年 12 月に埼玉県河川浄化対策推進委員会から埼玉県生

活排水処理施設整備推進委員会に組織変更している。 
 

【埼玉県の役割】 

・ 現状課題の分析 
・ 見直し方針の設定 
・ 「市町村生活排水処理基本計画等見直し作業マニュアル」の作成 
・ 市町村との協議・調整 
・ 埼玉県生活排水処理施設整備構想の策定 
・ 埼玉県生活排水処理施設整備構想の公表（ホームページ等活用） 

【市町村の役割】 

・ 各市町村の生活排水処理基本計画等の見直し作業 
・ 県との協議・調整 
・ 住民意見の把握・反映（パブリックコメント等） 
・ 市町村計画の策定 
・ 県へ関係資料の提出 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-図 2-1 県と市町村の関係と役割（平成 21 年度時点） 

 

◎埼玉県生活排水処理施設設備構想の策定

埼玉県 

◎「市町村生活排水処理基本計画等見直し作業マニュアル」の作成

◎市町村との協議・調整 
◎ヒアリング調査 
◎市町村生活排水処理基本計画等の整理・集計 
◎県生活排水処理施設整備構想の立案・改定 

市町村（例） 

作業部会 
（担当者会議）

◎市町村生活排水処理基本計画等の 
作業実施 

◎県ヒアリング調査への協力 
◎担当部署間の調整 
◎市町村生活排水処理基本計画等の策定 

計画策定に向けた

担当部局の連携 

◎ヒアリング調査・ 
市町村説明会の実施 
◎市町村との協議 
◎資料の提供 

◎ヒアリング調査 
◎資料の提出 

◎市町村生活排水処理基本計画等の策定 

森

づ

く

り

課 

水
環
境
課 

資
源
環
推
進
課

下
水
道
課

農
村
整
備
課

農
業
集
落
排
水
担
当

下
水
道
担
当

浄
化
槽
担
当

市町村政策会議 埼玉県河川浄化対策推進委員会 
生活排水処理総合対策検討部会 
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【資料 3】構想見直しの経緯 

 

資料-表 3-1 構想見直しの経緯 

 埼玉県 市町村 

平
成
21
年
度 

  

平

成

22

年

度 

  

H21.5.23     生活排水処理総合対策検討部会 

H21.7.13     生活排水処理総合対策検討部会 

H21.7.23  見直し方針の通知 

H21.7.29 

H21.8. 4 

H21.10.9 表計算シート説明会 

H21.10.22～11. 6  第 1 回市町村ヒアリング 

H21.12.16～12.25, H22. 1.19 第 2 回市町村ヒアリング 

H22. 1.20 技術相談会 

H22. 2.15～ 2.23 第 3 回市町村ヒアリング 

H22.3.16 市町村データ受領（中間）

H22. 6 市町村データ集計（中間）

H23. 8. 2 第 4 回市町村ヒアリング 

H23. 8 市町村データ受領（最終） 

H22. 8～H22.11 市町村データ集計 

H22.12～H23. 2 改定（案）取りまとめ 

H23. 3 構想改定・公表 

H22. 4.27     生活排水処理総合対策検討部会

H22.12.22 生活排水処理施設整備推進委員会幹事会

H23. 1.28 生活排水処理施設整備推進委員会   

「市町村生活排水処理基本計画等見直し
作業マニュアル」説明会 
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【資料 4】市町村生活排水処理基本計画等の見直し手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-図 4-1 市町村生活排水処理基本計画等の見直し手順 

③検討単位区域の費用比較 
（最も効率的な手法の選定）

②検討単位区域の設定 
（家屋間限界距離による区域囲い込み）

平成 16 年構想と異なる場合 

④平成 16 年構想との比較検討 
（整備手法採用候補の選定）

⑤整備実施時期の検討 
（中間目標年度までの整備着手見極め）

中間目標年度までの着手困難 

⑥早期着手可能事業との比較 
（事業手法採用候補の選定）

⑦事業手法の設定 
（行政区域全域を対象とした総合評価）

⑧概算事業費算出・段階的整備計画策定 
（行政区域全域の未整備区域対象）

⑨計画図書作成 

中
間
目
標
年
度
ま
で
に 

着
手
可
能 

①基礎調査 

・平成 16 年構想の把握 

・生活排水処理施設関連計画の把握 

・生活排水処理施設整備状況等の把握 

・人口、家屋数等の現状の把握 

・将来人口、将来家屋数等の設定 

・流域界の把握 

住
民
意
向
の
把
握 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等 

平
成 

 

年
構
想 

と
同
じ
場
合 

16 
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【資料 5】市町村生活排水処理基本計画等の見直しに用いる費用関数・耐用年数 

 市町村が各種整備手法の費用比較を行う際に使用する費用関数・耐用年数は、3 省

連名通知（平成 20 年 9 月 12 日付け『「汚水処理施設の効率的な整備の推進について」

における建設費等の修正について』）及び県内の実績調査に基づき、資料-表 5-1 及び

資料-表 5-2 に示すとおりとした。 
 

資料-表 5-1 費用比較に用いる費用関数 

区分 項目 費用関数（ＣT:事業費） 備考 

下
水
道 

処理 
施設 

建設費 
(万円) ＣT＝11,703.703×Ｑd

0.441 県内の実績より設定 
Ｑd：日最大汚水量(m3/日) 

維持管理費 
(万円/年) ＣT＝779.41×Ｑa

0.329 県内の実績より設定 
Ｑa：日平均汚水量(m3/日) 

管渠 

建設費 
(万円) ＣT＝10.91×Ｌ 県内の実績より設定 

Ｌ：管渠延長(m) 

維持管理費 
(万円/年) ＣT＝0.0100×Ｌ 県内の実績より設定 

Ｌ：管渠延長(m) 

マンホール
ポンプ 

建設費 
(万円) ＣT＝1,032×Ｎ 県内の実績より設定 

Ｎ：ポンプ施設数(箇所) 

維持管理費 
(万円/年) ＣT＝18.6×Ｎ 県内の実績より設定 

Ｎ：ポンプ施設数(箇所) 

集
落
排
水 

処理 
施設 

建設費 
(万円) 

ＣT＝2,415.214×Ｐ0.433 

－8.294×Ｐ－9,204.205 
県内の実績より設定 
Ｐ：計画人口(人) 

維持管理費 
(万円/年) ＣT＝1.97×Ｐ0.845 三省通知の設定値 

Ｐ：計画人口(人) 

管渠 

建設費 
(万円) ＣT＝6.50×Ｌ 県内の実績より設定 

Ｌ：管渠延長(m) 

維持管理費 
(万円/年) ＣT＝0.0018×Ｌ 三省通知の設定値 

Ｌ：管渠延長(m) 

マンホール
ポンプ 

建設費 
(万円) ＣT＝770×Ｎ 県内の実績より設定 

Ｎ：ポンプ施設数(箇所) 

維持管理費 
(万円/年) ＣT＝18.6×Ｎ 下水道のポンプ施設維持管理費 

Ｎ：ポンプ施設数(箇所) 

合併処理 
浄化槽 

本体設置費 5 人槽： 83.7 万円/基 
7 人槽：104.3 万円/基 三省連名通知の設定値 

維持管理費 5 人槽：6.5 万円/年･基 
7 人槽：8.1 万円/年･基 三省連名通知の設定値 

 

資料-表 5-2 生活排水処理施設の耐用年数 
区分 項目 耐用年数 三省通知 参考となる耐用年数 

下水道 

処理施設 33 年
土木建築物：50～70 年 
機械電気設備：15～35 年 

管渠 72 年 管渠：50～120 年 

ポンプ施設 25 年  

集落排水 

処理施設 33 年
土木建築物：50～70 年 
機械電気設備：15～35 年 

管渠 72 年 管渠：50～120 年 

ポンプ施設 25 年  

合併処理浄化槽 26 年
躯体：30 年～ 
機械設備類：7～15 年程度 
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【資料 6】本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 

今回の構想見直しにおいて各市町村が設定した整備手法別の処理人口構成比率は、

資料-図 6-1（1）～（7）に示すとおりとなっている。 

各年度の整備手法別の処理人口は、資料-表 6-1 の数値を使用している。 

なお、平成 27 年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 

 

資料-表 6-1 整備手法別の処理人口で使用する数値  

年度 使用する数値（人口） 

平成 20 年度(基準年度) 

農林水産省、国土交通省、環境省が発表した「平成２０年度

末の汚水処理人口普及状況」の基となる調査結果及び市町村

からの最新の報告を基に埼玉県が整理した人口 

(実績値) 

平成 27 年度(参考) 今回の構想見直しにおいて各市町村が設定した整備手法別

の処理人口及び埼玉県において推計した集合処理施設の整

備計画区域内で浄化槽を使用する人口 

(推計値) 

平成 32 年度(中間目標年度) 

平成 37 年度(目標年度) 
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資料-図 6-1（1） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 

さ
い
た
ま
市 

川
越
市 

熊
谷
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川
口
市

行
田
市

秩
父
市

所
沢
市

飯
能
市

加
須
市

本
庄
市

注） 平成 27年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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資料-図 6-1（2） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 
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42.5H20年度

H27年度

H32年度

H37年度

72.8

84.1

89.6

90.7

15.1

7.9

2.1

7.8

8.0

8.3

9.3

4.3H20年度

H27年度

H32年度

H37年度

89.0

96.0

98.2

100.0

2.0

1.2

0.6

9.0

2.8

1.2

H20年度

H27年度

H32年度

H37年度

81.6

84.3

86.3

87.2

0.4

0.8

1.3

12.8

9.3

6.1

2.3

4.0

8.8

14.8H20年度

H27年度

H32年度

H37年度

74.6

75.0

77.6

78.0

2.8

2.9

2.9

2.9

3.2

1.9

1.0

11.9

14.6

16.9

19.1

7.5

5.6

1.6

H20年度

H27年度

H32年度

H37年度

51.6

50.8

53.4

59.8 17.1

17.1

17.1

14.8

1.9

3.8

6.4

23.1

20.2

17.1

13.4

7.4

11.2

13.8H20年度

H27年度

H32年度

H37年度

注） 平成 27 年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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資料-図 6-1（3） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 

戸
田
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志
木
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和
光
市

新
座
市

桶
川
市

久
喜
市

北
本
市

注） 平成 27年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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93.7
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80.1

78.9
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資料-図 6-1（4） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 
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0.9
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5.6
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注） 平成 27年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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資料-図 6-1（5） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 
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注） 平成 27年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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資料-図 6-1（6） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 
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注） 平成 27年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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資料-図 6-1（7） 本構想における整備手法別の処理人口構成比率の推移（市町村別） 
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注） 平成 27 年度は、一定の計算方法により概算した参考値である。 
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【資料 7】公共用水域の水質予測の全結果 

今回の構想見直し結果を基に、平成 27 年度、平成 32 年度、平成 37 年度における

公共用水域の主な水質測定地点（水質汚濁防止法に基づく常時監視の平成 20 年度測

定地点）の水質予測を行った。 

各年度における公共用水域の予測結果は、資料-表 7-1（1）～（3）及び資料-図 7-1

に示すとおりとなっている。 
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資料-表 7-1(1) 水質基点別の水質予測結果（BOD） 
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資料-表 7-1(2) 水質基点別の水質予測結果（BOD） 
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資料-表 7-1(3) 水質基点別の水質予測結果（BOD） 
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資料-図 7-1 公共用水域の水質予測結果 

 

笹目橋(荒川) 

H20：3.7 
H27：3.1 
H32：2.2 
H37：2.0 

久下橋(荒川) 

H20： 0.7 
H27： 0.6 
H32： 0.5 
H37：＜0.5 

親鼻橋(荒川) 

H20：1.0 
H27：1.0 
H32：0.7 
H37：0.6 

入間大橋(入間川)

H20： 1.1 
H27： 0.8 
H32： 0.6 
H37：＜0.5 

兜川合流点前(槻川) 

H20：1.8 
H27：1.4 
H32：0.8 
H37：0.5 

大和橋(霞川) 

H20：1.7 
H27：1.8 
H32：1.3 
H37：0.9 

徒歩橋(市野川) 

H20：2.8 
H27：1.9 
H32：1.4 
H37：1.0 

豊橋(中川) 

H20：2.9 
H27：2.4 
H32：1.6 
H37：0.7 

畷橋(綾瀬川) 

H20：3.4 
H27：2.8 
H32：1.5 
H37：0.7 

中島橋(元荒川)

H20：3.8 
H27：3.1 
H32：2.4 
H37：1.8 

いろは橋(新河岸川)

H20： 2.0 
H27： 1.3 
H32： 0.8 
H37：＜0.5 

不老橋(不老川)

H20：3.0 
H27：1.9 
H32：0.9 
H37：0.6 

昭和橋(福川) 

H20：4.5 
H27：3.8 
H32：2.9 
H37：1.9 

県道本庄妻沼線

交差点(元小山川)

H20：3.6 
H27：2.5 
H32：1.5 
H37：0.7 

地点名(河川名)

単位：mg/L 

※ ＜0.5 は 0.5 未満を表す。 


